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＜金標準、利上げ観測後退と FRBの独立性のリスク・・＞ 

 

（出所：オアシス） 

雇用統計で非農業部門雇用者数が事前予想の 8.3 万人増を大幅に下回る 2.3 万人減と 5 ヶ

月ぶりに減少を示している。また失業率は、事前予想の 4.2％を下回る 4.1％となり、2 ヶ

月の就業者の伸びを合わせて 10.3万人増となり、高インフレが続く中で、米国経済の基調

的な強さにあらためて疑問符が点滅している。そのため 9月開催の FOMCでは、利上げ確率

が 43.9％へ低下している。またトランプ大統領は、クック FRB 理事に対して「FRB に対す

る国民の信頼を損なう」との理由から解任を検討している事を通知し、8 月 26 日までに返

答する様に求めている。最高裁は一度解任を阻止した理由が時間を与えていない事から、

今回は 21日間の対応を求めている。そのため雇用統計やクック FRB理事の解任要因はドル

売りに結び付く要因であり、昨年 8月 20日クック理事に解任を要求したケースでは、金標

準先物は 15890 円から 17500 円へ向けた上昇のきっかけとなっており、今回も同様に FRB

に対する独立性を問う問題となるだけに、金標準価格を押し上げる要因になると思える。 

＜テクニカル＞ 

金標準先物の日足の MACDでは、MACDが上昇し、シグナルも切り上げている。RCIは短期が

上昇し、長期も上昇している。特に指数平滑移動平均線のレンジを日足が上回るなど、ゴ

ールデンクロスが発生しており、6月の高値 23103円へ向けた値動きに思える。 
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